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「学ぶところ」、
「住むところ」、
 「働くところ」を
包括的に支援

ともとは通信機器販売から始めました。
携帯電話やOA機器、複合機の提案販売

を行っていました。それと並行して「視覚障がい
者が住みやすい福岡市づくり」の一環で、募金
箱の設置活動も行っていました。のべ900個ほ
ど設置しました。

　そんな中、とある知り合いの社長から「そう
いう福祉活動をしているなら、福祉事業をやっ
てみたら？」と声をかけてもらいました。です
が、その時は「障がいを持っているかたと働く
のは難しいのでは」と感じ、一度お断りしました。
　しかし、その後も通信事業をやっていく中
で、そのかたに言われた「障がい者福祉を
やってみないか」という言葉をふと思い出しま
した。そこで、そのかたの運営する福祉施設を

訪ねてみることにしました。
　施設を訪ねてみると「誰が支援員で、誰が障
がいを持っているかたなのか」、自分自身では見
分けが付きませんでした。そこで初めて、自分が
抱いていた「障がい者＝重度障がい者」という
のは固定概念であることに気付きました。実際に
障がい者のかたを見て「障がいを持ったかたで
も、一般企業の一員として働けるのではないか」と
思い、障がい福祉事業を始めることを決意しました。

　B.Continueグループは、相談窓口(特定相談支援)、住居(共同生活援助)、学び(就労移行支援)、就労(就労継続支援A型)、一般就労としての雇用に
至るまで、包括的にサービスを展開しています。障がい者雇用を「義務ではなく戦力」として捉え、社会貢献につながる「やりがいのある仕事」
を提供し、各利用者が個性・適性を活かし自立した生活を送るための支援を行っています。
　当ニュースレターでは、当グループ代表の島野廣紀（しまの・ひろのり）と関連企業の担当者や地元福岡に縁のある有識者などとの対談や、組織
内イベントの様子、利用者の声などをご紹介します。
　創刊号の今回は、代表島野が現在の形態での福祉事業を始めるきっかけや事業にかける思いを取材しました。

事業を始めたきっかけ

～待つ福祉から、攻めの福祉へ～
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がいを持っているかたがなかなか就職
できないという現実があり、自分に営業

経験があったので一般企業にアピールをして就
職率をアップしたいと考え、事業としてまずは就
労移行支援事業所を始めました。大手企業か中
小企業に関わらず「障がい者雇用率制度」とい
うものがあります。障がいを持っている人に対し
て理解をしてくださる企業を探して営業をして
いましたが、思った以上に現実は厳しいもので
した。どこの企業の担当者も、障がいを持って
いるかたに対して「仕事ができない」という先入
観を持っています。それは、昔の自分と同じだと
感じました。福祉というのは開いていない扉が多
く、まだまだ閉ざされた業界です。われわれが扉
を開いていき、「障がい者＝働けない」という世
間のイメージを変えていこうと考えています。
　同時に私と同じようにもともと福祉と関わって
いない企業経営者などが参入できるし、参入し
なければならないと感じましたし、市場の開拓
しがいがあるとみています。

分が体験して選んだ仕事なので、みんな
生き生きと仕事をしています。その中で

も、ステップアップを望むかたもいるので、その
かたには別の事業所での仕事にも挑戦できる
場をご用意しています。そういった環境を整えて
いるため、B.Continueグループで長く利用して
いるかたはかなり多くいらっしゃいます。

「障がい者＝働けない」
というイメージを
変えていきたい

用者のかたには、精神障がい者・身体障
がい者・知的障がい者がいらっしゃいま

す。B.Conutinueグループではそれぞれの障が
いに合った仕事を提供しています。飲食店、
ショップ、ものづくり、施設外（提携先の企業）な
どの仕事があり、見学や体験もでき、個々人の
適性にあった仕事を決めることができます。また、
どんな障がいであっても、企業が仕事を作って
提供する、企業が働ける環境を作る、ということ
が大事だと考えています。

「私にはこれがいい」
じゃなくて「私だから、
これができる」で
仕事を選んでほしい

ステップアップができる
環境作りもしています

の福祉施設は、単体で事業所や施設を
運営しているところが多く、環境や状況

によっては利用しにくい場合もありますが、
B.Continueグループでは「学ぶところ」、「住む
ところ」、「働くところ」を包括的に支援していま
す。これからも、利用者のかたはもちろんの
こと、ご両親・ご家族にも安心していただける
環境作りを徹底してまいります。

一貫した障がい者支援を
しています

在、まだまだ福祉というのが理解されて
ないように感じます。「福祉」といえば、

「国からの援助を受けている」という受け身のイ
メージをなかなか払拭できていません。しかし、
私は障がいを持っているかたが働いている企業
でも、一般企業と戦える企業づくりができるの
ではと考えています。「障がい者のかたが作った
ものだから」という訴求の販売方法ではなく、
つまり「守りの福祉」ではなく、積極的な商品販
売やサービスを行っていき「実は、ここでは障がい
者のかたが働いているのですよ」という、逆の発
想、「攻めの福祉」を積極的に発信していきたい
と思います。

「待つ福祉から、
攻めの福祉へ」への想い
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